歴史地震研究会2014年度　第3回幹事会議事録
日時：2015年1月30日（金）17：00～20：00
場所：地震予知総合研究振興会

出席者：松浦律子（会長）、小松原琢（副会長）、林　豊、内田篤貴、金田平太郎、石辺岳男（以上、幹事）、新谷勝行（行事委員）、北原糸子、諸井孝文（以上、監査役）
１．入退会者の承認
　内田財政委員長から、木呂子豊彦氏・盆野行輝氏・藤村健雄氏・坂本真由美氏の入会申請と、鹿倉洋介氏の退会申請について報告があった．以上の4名の入会と1名の退会を承認した．

２．講師紹介の依頼への回答について

　松戸市生涯学習推進課が6～7月に開講する予定の成人講座「歴史に学ぶ防災」について、本会へ講師の紹介の依頼があったと、内田財政委員長から報告があった．対応を検討し、適切と思われる会員を選んで紹介することとした．

３．歴史地震の発行について

　金田編集出版委員長から、以下のとおり報告があった．

・『歴史地震』30号の原稿を締め切り、昨年よりやや少ない17編の投稿があった．うち14編は名古屋大会での発表内容に関するものであった．

・編集担当の割振り案と今後の編集スケジュール案を作成した．5月末までに各論文の編集を終了し、7月末に発刊する予定である．

報告を受けて、今後の編集スケジュールを確認した．また、編集委員であっても当該論文の担当編集者ではない者を査読者として割り振ることは問題ないことを確認した．昨年の無償送付先に対して実施したアンケートの結果をふまえて、今後、『歴史地震』の具体的な無償送付先を決めることとした．
４．2015年大会について
　行事委員会に小松原 琢副会長、堀川 晴央氏、行谷 佑一氏が行事委員として加わった．この3委員は、主にプログラム編成を担当する．
　新谷行事委員から、2015年大会の実施概要案と準備状況について報告があった．
・前幹事会で報告の通り、会期は2015年9月21日（月）～23日（水）、プログラム案は、20日午後に会場準備、21日と22日午前に研究発表会（口頭とポスター）、21日夜に懇親会、22日午後に公開講演会と総会、23日に巡検．

・会場近くで昼食可能な場所と弁当を販売している店を調べた．
・巡検先の候補地のうち郷村断層と琴引浜は大型バスが入らないが、参加人数によるが、中型バス（25人）、中型バスとレンタカー（計38人）、中型バスとマイクロバス(計50人)の使用で実施可能と考えられる．網野駅または峰山駅を16時頃の解散なら東京・仙台等への当日中の帰着が可能と見込まれるので、そういうスケジュールで巡検ルート案を設定した．一度、下見をしたい．

以上の報告を受け、次のことを決定した．

・昼食可能な場所は十分にある．大会会場で、参加者に飲食店等の場所を示した地図を配布するのがよい．

・巡検のタイトルを「北丹後地震（1927）からの復興」とし、巡検費用は、昼食代・保険代・資料代込で1人当たりおよそ6千円とする．

・講演申込は5月29日（金）締切、会員のみが申込み可能、1人最大2件（うち口頭は1件）までとする．講演要旨と参加申込は7月末締切とする．いずれも申込受付後に行事委員から申込者に返信することで処理漏れを防ぎたいので、あらかじめそのこと募集時に伝えておく．
・日程と会場、講演募集などを含む大会案内第1報を行事委員会で作成し、ホームページ掲載、地震学会ニュースレターへの投稿とともに、他の学協会への案内をする．

５．2016年大会について

　松浦会長から、2016年大会の候補地となっている大槌町の会場等の情報に関して報告があった．

・1月20日に北原前会長と岡村健太郎委員（東京大学生産技術研究所）が大槌町を訪問して、大槌町教育委員会事務局と打合せた．その概要は以下の通り．
・大槌町のお祭りとその準備期間を避けて町内で大会を開催するには，9月9日(金)～12日(月)のうちの3日間が候補になる．

・吉里吉里集落には大会会場に適した場所はない．会場の候補地は大槌町中央公民館で、講演会用の会議室（椅子のみで200人、机ありで100人程度を収容）、ホール（600人）がある．ポスターセッションの場所も確保できる．この会場で実施するなら、大槌町が後援して会場使用料を無料にし、町民のための講演会の広報に協力することも可能だろうとのこと．
・大槌町には東京から新花巻・釜石経由で5時間半程度、大阪からいわて花巻空港・釜石経由で5時間程度かかる．大会初日を午後開始にするか、前泊を前提とするかのいずれかになる．

・大会参加者向けの宿泊施設としては、大槌町内にはやや高級な三陸花ホテルはまぎく（旧浪板観光ホテル）に限られ、近くで宿泊施設が充実している場所は釜石市になる．
・大槌町では今年の8月に町長選挙がある．

以上の報告を受け、次のような議論があった．

・研究発表会を釜石市内で、公開講演会を大槌町で、巡検の目的地を大槌町吉里吉里等とする大会が現実的だろう．その場合は、釜石市で会場費が発生する．
・あるいは、宿泊施設として旧浪板観光ホテルをまとめて予約する方法はあるが、宿泊費等と会場費で会員の負担は大きくなるだろう．
６．広報について

　石辺広報委員長から、以下の通り報告があった．

・ホームページの情報について、最新の研究会開催情報を京丹後大会に変更、役員の追加、会誌の原稿募集の削除、などの更新をした．

・次回のホームページ更新時に、歴史地震第29号のPDF版のアップロードや、後援している行事の情報の変更、幹事会議事録の掲載などを予定．

・京丹後大会のメーリングリストを運用している．初期は一部の委員に正しくメールが届かない原因不明の問題が発生したが、現在は問題ない．

・京丹後大会の第1報を11学協会に案内する．予定している案内先と案内方法を示した．

７．次回の幹事会
　2015年4月13日（金）17時00分からを予定．研究会の会計収支の問題も議題とする．
